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  1 月は行ってしまう、２月は逃げてしまう、３月は去ってしまう・・・とよく言われますが

新年を迎えたばかりだと思ったら、早くも３月に入り、今年度最後の月を迎えました。 

３月は何かと忙しく体調をくずしやすい時期です。そんな時は、心にゆとりをもちたいですね。 

ゆったりと、本を読んでみてはいかがでしょうか。 

  いつも図書館を利用していただき、ありがとうございました。 

これからもよろしくお願いします。 

 

 

 

 

【春季休業中 図書館開館日お知らせ】 

 

3月              4月 

 

 

 

 

 

✿    ＝ 休館   ✿ 土日：休み 

＊休館日以外にも、都合により臨時に閉館することがあります。 

 その場合、各学年担当の先生に言ってください。 

 

【春休みの貸出について】 

 

✿返却日       4月８日（木） 

✿貸出冊数     5冊 

 

新着図書紹介 

 

【犬がいた季節】                             伊吹有喜 ∥著 

ある日、高校に迷い込んだ子犬。生徒と学校生活を送ってゆくなかで、その瞳に映ったも

のとは－。昭和から平成、そして令和へ。いつの時代も変わらぬ青春のきらめきや切なさ

を描く。『小説推理』掲載を改題し加筆修正。 

 

【５２ヘルツのクジラたち】                    町田そのこ ∥著 

自分の人生を家族に搾取されてきた女性・貴瑚と、母に虐待され「ムシ」と呼ばれた少

年。孤独ゆえ愛を欲し、裏切られてきた彼らが出会う時、新たな魂の物語が生まれる。 

 

【自転しながら公転する】                     山本文緒 ∥著 

東京で働いていた３２歳の都は、親の看病のために実家に戻り、近所のモールで働き始め

るが…。結婚、仕事、親の介護、ぐるぐる思い惑いながら幸せを求める姿を描く。『小説

新潮』掲載に書き下ろしを加えて単行本化。 

 

【傲慢と善良】                                辻村深月 ∥著 

進学、就職、恋愛、友情、結婚…。あらゆる選択を決断してきたのは本当に「私自身」

なのだろうか？ 忽然と姿を消した婚約者の居場所を探すため、西澤架は、彼女の過去

と向き合うことになるが…。『週刊朝日』連載を単行本化。 

 

【この本を盗む者は】                          深緑野分 ∥著 

書物の蒐集家を曾祖父に持つ高校生の深冬は本が好きではない。蔵書が盗まれ、本の呪

いが発動し、街は物語の世界に姿を変えていく。泥棒を捕まえない限り元に戻らないと

知った深冬は…。『文芸カドカワ』連載を単行本化。 

 

【八月の銀の雪】                               伊与原新 ∥著 

コンビニのベトナム人店員が就活連敗中の理系大学生に見せた驚きの姿、シングルマザ

ーが聞いた深海の話、原発の下請け会社を辞めて一人旅する男…。科学の揺るぎない真

実が人知れず傷ついた心を救う５篇の物語を収録する。 
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書　　　　名 著　者 出版社

1 詩人・菅原道真　うつしの美学 大岡信著 岩波文庫

2 「民都」大阪対「帝都」東京思想としての関西私鉄 原武史著 講談社学術文庫

3 オルタネート 加藤シゲアキ著 新潮社

4 日没 桐野夏生著 岩波文庫

5 マナーはいらない　小説の書きかた講座 三浦しをん著 集英社

6 夜明けのすべて 瀬尾まいこ著 水鈴社

7 おもかげ 浅田次郎 講談社文庫

8 始まりの木 夏川草介 小学館

9 十字架のカルテ 知念実人 小学館

10 短歌ください　明日でイエスは２０１０才篇 穂村弘著 角川文庫

11 どうしてわたしはあの子じゃないの 寺地はるな著 双葉社

12 わたしの美しい庭 凪良ゆう著 ポプラ社

13 お探し物は図書室まで 青山美智子著 ポプラ社

14 ＪＲ上野駅公園口 柳美里 河出文庫

15 地下鉄道　
コルソン・ホワイトヘッド著

谷崎由依和著 ハヤカワepi文庫

16 ベニシアと正、人生の秋に ありがとう。すべて、　ありがとう
梶山正、べにしあ・すたんりー・スミ

ス〈著〉 風土社

17 総理の夫 原田マハ 実業之日本社

18 サピエンス全史　人類の誕生編 ユヴァル・ノア・ハラリ 安原　和見 河出書房新社

19 神の涙 馳星周 実業之日本社文庫

20 逆ソクラテス 伊坂幸太郎 集英社

21 家族じまい 桜木　紫乃〈著〉 集英社

22 スマホ脳
アンデシュ・ハンセン久山葉子

〔訳〕 新潮社

23 風よあらしよ 伊藤野枝 集英社

24 たかが殺人じゃないか 昭和２４年の推理小説  辻 真先〈著〉 東京創元社

25 こどもホスピスの奇跡　短い人生の『最期』をつくる」 石井光太 新潮社

26 境界線 中山七里 NHK出版
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１ 月 ～ 3 月 ま で の 購 入 本 リ ス ト 

書　　　　名 著　者 出版社

99 境界線 中山七里 ＮＨＫ出版

100 悪童日記 アゴタ クリストフ ハヤカワepi文庫

101 ふたりの証拠 アゴタ クリストフ ハヤカワepi文庫

102 第三の嘘 アゴタ クリストフ ハヤカワepi文庫

103 現代日本語文法 １～７ 日本語記述文法研究会 くろしお出版

104 白川静さんに学ぶこれが日本語 小山鉄朗 論創社

105 １０代から身につけたい ギリギリな自分を助ける 井上祐紀 KADOKAWA

106 女性差別はどう作られてきたか 中村敏子 集英社

107 薔薇の名前　上・下 ウンベルト エーコ 東京創元社

108 侍女の物語 マーガレット アトウッド ハヤカワepi文庫

109 枕草子のたくらみ 山本淳子 朝日出版社

110 時の娘 ジョセフィン テイ ハヤカワミステリ

111 ナショナルジオグラフィック　日本版　2019年9月号 ナショナルジオグラフィック

112 ナショナルジオグラフィック　日本版　2020年3月号 ナショナルジオグラフィック

113 ナショナルジオグラフィック　日本版　2020年4月号 ナショナルジオグラフィック

114 ナショナルジオグラフィック　日本版　2020年7月号 ナショナルジオグラフィック

115 ナショナルジオグラフィック　日本版　2020年8月号 ナショナルジオグラフィック

116 ナショナルジオグラフィック　日本版　2020年10月号 ナショナルジオグラフィック

117 適切な世界の適切ならざる私 文月悠光 ちくま文庫

118 バブル・コンプレックス 酒井順子 角川文庫

119 微妙におかしな日本語　ことばの結びつきの正解・不正解 神永曉 草思社文庫

120 人新世の「資本論」 斉藤幸平 集英社新書

121 自分の頭で考える日本の論点 出口治明 幻冬舎新書

122 現代語訳　論語と算盤 渋沢栄一 ちくま新書

123 絶対に挫折しない日本史 古市憲寿 新潮新書

124 寒い国から帰ってきたスパイ ジョン・ル・カレ ハヤカワ文庫NV

125 ナイト・マネジャー　（上・下） ジョン・ル・カレ ハヤカワ文庫NV

126 スパイたちの遺産  ジョン・ル・カレ ハヤカワ文庫NV

書　　　　名 著　者 出版社

72 犬がいた季節 伊吹有喜 双葉社

73 推し、燃ゆ 宇佐見りん 河出書房新社

74 この本を盗む者は 深緑野分 KADOKAWA

75 ５２ヘルツのクジラたち 町田そのこ 中央公論新社

76 自転しながら公転する 山本文緒 新潮社

77 八月の銀の雪 伊与原新 新潮社

78 女の子はどう生きるか 上野千鶴子 岩波ジュニア新書

79 スタンフォードが中高生に教えていること 星友啓 SB新書

80 自分の頭で考える日本の論点 出口治明 幻冬舎新書

81 満月の泥枕 道尾秀介 光文社文庫

82 革命前夜 須賀しのぶ 文春文庫

83 傲慢と善良 辻村深月 朝日新聞社出版

84 ゲームの王国（上・下） 小川哲 早川書房

85 隠居すごろく 西條奈加 KADOKAWA

86 かがみの弧城 辻村深月 ポプラ社

87 じごくゆきっ 桜庭一樹 集英社文庫

88 死にがいを求めていきているの 朝井リョウ 中央公論新社

89 洋画家の美術史 ナカムラクニオ 光文社

90 新型コロナはアートをどう変えるか 宮津大輔 光文社

91 心淋しい川 西條奈加 集英社

92 かか 宇佐見りん 河出書房新社

93 あきない正傳金と銀　十 合流篇 高田郁 角川春樹事務所

94 歴史探偵忘れ残りの記 半藤一利 文春新書

95 日本のいちばん長い日 半藤一利 文春文庫

96 ノモンハンの夏 半藤一利 文春文庫

97 他者と働く 「わかりあえなさ」から始まる組織論 宇田川元一 ニューズピックス

98 ふくしま原発作業員日誌　イチエフの真実　９年間の記録 片山夏子 朝日新聞出版


